
引佐耕作隊は、2016年4月から久留女木の棚田（浜松市北区引佐町久留女木地区）における耕作放棄地の
解消を目的に活動を開始しました。農作業は学生主体で春から秋にかけて週に1回の頻度で行っています。
2021年度は2枚の田んぼ（286㎡）を耕作し、105kgのお米を収穫しました。

収穫したお米は大学生協購買や浜松市内の飲食店等において「久留女木 棚田の恵」という商品名で毎年
販売しています。商品のパッケージデザインやポスターには「棚田の多面的機能」が消費者の方々に伝わるよう
なデザインを採用しています。耕作された棚田には、食糧生産の他に水源涵養・生態系の多様化・美しい景観の
創出・都市農村交流の機会提供といった機能があり、これらは「棚田の多面的機能」と呼ばれています。その恩
恵は棚田周辺の地域住民だけでなく都市住民も享受しています。商品を購入することで棚田を耕作していない
人にも棚田の保全に関わってもらい、販売利益は今後の活動費に充て持続可能な活動を目指しています。また、
都市部におけるイベントで活動報告を行うなど「棚田の
多面的機能」を都市住民に広く知ってもらう活動も展開
しています。

今後の目標は、面積当たりの収穫量と耕作面積を増
やすことです。収穫量を増やすことで商品の販売個数を
増やし収益を増やすとともに、より多くの人に棚田や「棚
田の多面的機能」の重要性について知ってもらう機会を
創出したいと考えています。また、棚田に関わる人を増や
していくなかで、様 な々アクターを巻き込み棚田保全に取
り組んでいきたいです。

亀の子隊は「きれいな海を守りたい」ということで、大きく３つの活動をしています。１つ目は、海の環境を守るた
めのボランティア活動としての「海の環境を守るための自然美化活動プログラム」です。「西の浜はゴミ箱じゃな
い！」をスローガンにした「西の浜クリーンアップ活動」を毎月１回、愛知県渥美半島西の浜海岸で行っています。こ
の数年、世界的な話題になっている海ゴミ問題やＳＤＧｓ、地域貢献活動などが広く認知され、県内の様 な々地域
からの参加者があります。

２つ目は「海の大切さ・よさを知る体験的環境学習プログラム」です。「海の環境を学ぶ会」として「スナメリ観察
会」「磯の観察会」「スノーケリングの会」「干潟観察会」「ビーチコーミング」「海水から塩を作る会」「西の浜の
魚を触って味わう会」「水族館見学会」など年間、７～８回実施しています。こうした体験が「きれいな海を守る
心」を育てるのだと考えます。

そして、３つ目は、「気づきを伝える広報プログラム」です。様々な環境イベントでは、西の浜のゴミの様子などを
パネル展示することによって愛知県の海の現状を伝えています。
スナメリの死体の写真や愛知県はもとより、岐阜県、三重県地名
が入ったゴミゴミも漂着していることを紹介し、啓発活動を行って
います。

加えて、思いを広げるために毎月のチラシ配布と、年に１回手
紙作戦を行い、１００の事業所に「きれいな海を守りたい」という子
供たちの思いを伝えるための手紙を届けています。

また、「つながる」ことによって「思いを広げる」ことを重視し、伊
勢湾上流域の人たちを対象に、西の浜の漂着ゴミの現状を伝
え、海のよさ・大切さを学ぶための「エコツアー」をなごや環境大
学と連携して年に２回実施しています。
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